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演習問題6 の解答 

問題6.1 の解答 

力のつり合いより， 

         

モーメントのつり合いより， 

             

両式より， 

   
        

 
                         

        
 

 

となる。 

 

 

問題6.2 の解答 

       のとき 

                        

       のとき 

                                                       

より，下記のようなSFD とBMD となる。 
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問題6.3 の解答 

片持はり固定端における最大曲げモーメントMmax は， 

     
   

 

 
 
    

 
          

一辺の長さを とすると，最大曲げ応力σmax = Mmax/断面係数で得られるので 

     
     

  
 
        

  
            

より  =0.1m= 100 mm となる。 

 

 

問題6.4 の解答 

両端単純支持はりの中央に集中荷重が作用する場合の最大曲げモーメントは

Mmax =     最大曲げ応力はσmax = Mmax/z，ここでパイプの断面係数z は 

  
    

    
  

    
 

であるので，許容応力σa に相当する集中荷重P は 

         
     

    
    

  
                  

            
    

  

    
        

                                                                                                                                               

以上より，87 kg までつるすことができる。 

 

 

問題6.5 の解答 

両端の曲げモーメントをM1, M2 とすれば 

          
 

 

                                                    

最大せん断応力τmax は， 

     
   

    
 

       

            
         

となる． 
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問題6.6 の解答 

板の上に積もった雪の荷重は 

                                  

板の単位長さあたりに作用する荷重は 

   
    

 
          

分布荷重が作用する両端支持はりの最大たわみはvmax， 

      
    

 

     
 

           

                    
               

となる． 

 

 

問題6.7 の解答 

アンテナポールが強風によって受ける荷重P は 

    
 

 
  
        

    

 
     

      

 
         

アンテナポールを片持はりと考えると，先端に集中荷重が作用する片持はりの

最大たわみvmaxは，円管の断面二次モーメント  
    

    
  

  
             を用

いて 

      
   

   
 

       

                  
                       

となる。 

 

 

問題6.8 の解答 

四点曲げの問題を上下逆転させたモデルに置き換えて考えればよいので， 

     において 

                    
   
  

 
 

  
 
  

 
              

 

  
 
  

 
         

ならびに，        において 

                    
   
  

 
 

  
                 

 

  
 
   

 
         

に対して，境界条件   において 
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     において 

   
  

   

より未定係数を決定すると 

   
 

   
                         

   
  

 
 

   
            

      
  

   
               

が得られるので，A 点(   ) でのv1 と       ,C 点(     ) でのv2 を求め

ればよい。 

      
          

   
           

   
  

 
 
  

       

   
                   

         

   
 

となる。 

 

 

問題6.9 の解答 

荷重条件の対称性からB 点に作用する反力RB は      となる。次にBD 間

でのモーメント分布を考えると     
  

 
        となり，このときのたわみ角

とたわみは， 

  

  
  

  
   

 
  

 
     

 

 
    

   
  
   

 
  

  
 
 

 
    

 

 
     

中央部でのたわみは,   を式(6.9.2) に代入して 

      
    

 

    
 

B 点でのたわみ角は,   を式(6.9.1) に代入して 

  

  
  

   
 

   
 

であるので，A 点でのたわみは 

      
   

 

   
      

   
 

   
 

となる。 
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問題6.10 の解答 

図6.45 の右側の断面の下側を基準として、先ず図心位置  を求める。 

   
     

  
           

 
  

         
 
           

   
          

断面全体の断面二次モーメント は，平行軸の定理を用いて 

  
     

  
            

  

 
 
 

 
     

  
           

 

 
       

 

 

                          

               

               

が得られるので，これを用いて，点C でのたわみ角 

 
  

  
 
 
  

   
 

   
 

         

                   
                 

点C でのたわみ 

      
   

 

   
  

         

                   
               

点A でのたわみ 

               
  

  
 
 
                          

                        

                

となる。 

 


